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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は，メタボリックシンドロームに対する有効な保健指導の一助とする為に口腔
ケア行動がメタボリックシンドロームのハイリスク状態に及ぼす影響を明らかにする事である．
横断調査による解析結果では，交絡因子を調整した歯磨き頻度と MSとの間に有意な関連が見
られた．介入調査では，介入群で口腔ケア行動が有意に改善したが 1年後の検査データに変化
はなく生活習慣行動の変化においても両群に差はなかった．今後，交絡因子を調整した更なる
解析の必要がある． 

 

研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study, in order to help health guidance for metabolic syndrome, was to 

clarify the behavioral effects of oral care on MS. In the results of analysis by cross-sectional 

study, a significant association was observed between tooth brushing frequency, and the 

MS was adjusted confounding factors. In intervention studies, no change in inspection data 

after 1 year was significantly improved by oral care behavior in the intervention group, 

though there was no difference between the two groups in changes in lifestyle behavior. 

There is a need for further analysis, after adjusting the confounding factors in the future. 
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１．研究開始当初の背景 

わが国では，2008 年度から内臓脂肪蓄積症
候群（メタボリックシンドローム 以下，MS）
の概念を導入した「特定健康診査」および「特
定保健指導」が実施されている．歯周病など
の口腔状態の悪化は，循環器疾患や前駆状態
である動脈硬化，そのリスク因子の肥満や糖

尿病との関連が報告され，口腔保健は歯科疾
患予防に限らず生活習慣病対策の面からも
注目すべき分野である． 
我々は，健診データを活用した保健指導法

開発の試みとして実施した調査研究におい
て，肥満，高血圧，糖代謝異常，脂質代謝異
常等のメタボリックシンドロームに関する
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検査値の異常に，歯磨きの回数が相関してい
る結果を得た． 
口腔ケアと健診における検査値の関係性

をみた関連研究によると，歯磨きに代表され
る口腔ケア行動は健康行動に関連している
ことが報告されている．つまり口腔に関する
健康行動を実践することで，他の健康行動に
も変化を与える可能性がある． 
食事や運動といったこれまでの生活習慣

を変えることは難しい．しかし，口腔ケアの
実施は短期間で変化を実感できることもあ
り，食生活改善や運動継続を実践するよりも
行動化しやすいことが推察される．この研究
によって口腔ケア行動が健康行動に及ぼす
影響が明らかになれば，有効的な保健指導の
一助となる可能性があると考えた． 
 

２．研究の目的 

(１) 既存データを用いて，歯磨きの頻度とMSに
影響する共変量を調整したうえで，両者の関係
を明らかにすることを目的とした． 
（2）歯磨きに代表される口腔ケア行動の変化が，
メタボリックシンドロームのリスクを高める生活習
慣の変化に影響を及ぼすかについて検討する
ために，比較介入試験を実施した． 
 
３．研究の方法 

(1)断面調査による基礎解析 

 2004～2006年の2年間に労働衛生機関であ
る A センターにおいて基本健康診査（以下，
健診）を受けた，実人員としての 1回目の検
査データを対象とし，測定値に欠損のない
12548 (30-59 歳)名分のデータを解析対象と
した． 
 従属変数は肥満に加え脂質代謝異常，耐糖
能異常，高血圧のうち 1項目の該当をもって
MS ハイリスク状態と定義した（表 1）．なお，
この時点では腹囲のデータがなかったため，
体脂肪率によって肥満を定義した． 
 独立変数である歯磨き頻度は 2回以上とそ
れ未満に 2値化した．共変量は受診者自身が
回答したライフスタイルの関連する問診 130
項目であった． 
 解析は男女別に行い，歯磨きと MS ハイリ
スクの両方に関連のある因子を交絡因子と
定義し，130 個の変数から影響の強い変数を
選択するために， Logistic Regression 
Moddel で減数選択法による変数選択を行っ
た．さらに選択された交絡因子を使って
Propensity Score を推定し，Propensity 
Score の 5 分位点でデータセットを 5 つの層
に分類した．それぞれの層でオッズ比を推定
し，各層の等質性は Breslow-Day test で検
定を行い，Mantel-Haenszel 法によるオッズ
比を推定した． 
 さらに，Boots trap 法によるリサンプリン
グを 5000 回繰り返して作成したデータセッ

トによりパラメータによらないオッズ比の
信頼区間を推定した． 
 
表1 本研究で用いたMSハイリスク状態の定
義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)介入調査 
 2010 年度は，Aセンターに健診業務を委託
契約している B健康保険組合被保険者（女性
71.4％，年齢 47.8±6.93 歳）の健診受診者
277 名を対象に，介入調査を実施した．調査
協力に同意が得られた対象者に対して，日常
の歯磨きの頻度と性別を考慮した層別無作
為割付を行って介入群を決定した． 
 健診受診の機会を利用し，介入群には個々
の口腔ケアに応じて歯科衛生士による口腔
ケア指導を実施し，これまでの口腔ケアより
頻度，質ともに改善することを実施してもら
った．また，非介入群にはこれまで通りのケ
アを続けてもらった． 
 2010 年 7 月，11 月，3 月に，生活習慣行動
と健康関心度に関する質問紙調査を実施し，
介入群には口腔ケア用品を配布して，口腔ケ
ア継続を奨励した．2011 年 7 月には 1年後の
質問紙調査を実施し，1 年後の健診による検
査データと合わせて介入前との変化をみた．
ここでの MS における肥満の基準は，男性腹
囲 85cm 以上，女性 90 ㎝以上とした． 
 
４．研究成果 
（1）基礎解析の結果 
 ①対象属性 
男性 61.4%，30 代 21.0%，40 代 40.7%，50

代 38.3%，職業は専門的・技術的・管理的職
業と事務従事が 70.8%であった． 
属性別に歯磨き頻度と MS ハイリスク状態

の分布をみると，その割合は両者で非常に酷
似していた（表 2）． 
 
 
 
 



 

 

表2 歯磨きの頻度とMSハイリスク状態の分
布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ②交絡因子の選択 
 Logistic Regression Model を用いて 130
個の変数から歯磨き頻度と MS ハイリスクを
それぞれに従属変数とした変数選択を行い，
それらの最大因子を交絡因子とした．選択さ
れた変数は男性 61，女性 47 であった（表 3，
表 4）． 
 
 ③オッズ比の推定 
交絡因子を用いて算出した Propensity 

Score をもとに，5層別に歯磨き頻度と MS ハ
イリスクのオッズ比を推定した.男性 1.10
（1.03-1.16）女性 1.57（1.23-2.00）であっ
た（表 5，表 6）. 
 
 
表 3 選択された交絡因子（男性） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 4 選択された交絡因子（女性） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 5 Propensity Score による層別オッズ比
（男性） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6 Propensity Score による層別オッズ比
（女性） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

④Boots trap による推定 
 リサンプリングした 5000 個のデータセッ
トからオッズ比を算出し，サンプル数の影響
を受けない 95％信頼区間を推定すると，男性
1.05～1.29，女性 1.26～2.24 であり，どち
らも有意な結果となった． 
 これらのことから，その他の生活習慣の影
響を取り除いても，歯磨きの頻度と MS ハイ
リスク状態は関連があることが示唆された． 
 
（2）介入調査 
 ①対象の属性 
 2010 年 7 月にリクルートされた対象者は
277 名であったが，退職を理由に 2011 年 7 月
の時点でフォローアップができなかった者
を除く 264 名（女性 71.8％，年齢 48.9±6.91
歳）を解析対象とした． 
 職種は，専門的・技術的職業 52.0％，事務
14.4％，管理的職業 14.4％，サービス業
12.6％，運輸・通信 1.1％，その他 5.4％で
あった． 
 
 ②健診結果の変化 
 2010 年 7 月と 2011 年 7 月の健診データに
おいて，肥満，脂質代謝異常，耐糖能異常，
高血圧症のそれぞれに異常者の割合が変化
しているかをみた．どの項目も有意でなく，
介入の 1年後では検査値の変化として表れな
かった（表 7）． 
 
表 7 介入 1 年後の異常者割合の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ③口腔ケア行動の変化 
歯磨き頻度の行動改善は介入群と非介入

群で明確な差はなかったが，歯間清掃具の使
用は介入群で有意に改善した（p<0.001）．歯
磨き時間の延長も介入群のほうがより改善
した（P=0.03）．何らかの改善が行われた者
は介入群 70.6%であり，非介入群 45.5%と比
較して有意に多かった（p<0.001）（表 8）． 
 
表 8 介入 1 年後の口腔ケア行動の改善 

 
 
 
 
 

 ④生活習慣行動および健康関心度の改善
に対する介入効果 
2011年7月に実施した生活習慣行動に関す

る質問紙の回収は 213（回収率：80.6％）で
あった．有効回答数は 196 であり，これを解
析対象とした． 
2010年7月に実施した質問紙調査と比較す

ると，生活習慣行動および健康関心度の改善
者の割合には，介入群，非介入群に明らかな
差異がみられる項目はなかった（表 9）． 
 
表 9 介入 1 年後の生活習慣行動および健康
関心度の改善者の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらは一次解析の結果であるため，さら

に生活習慣行動や健康関心度等の交絡因子
を調整した解析を行う必要がある． 
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